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昆虫トラップ回収パトロール時に森で出会ったノネコ。こ

ちらを射るように見る鋭い眼からは野生を感じました。

トライアスロン in 徳之島大会のエイドステーション。どしゃ

降りの雨の中、たくさんのボランティアが大会を支えました。

出産祝金贈呈式で、すやすや眠る赤ちゃんをパシャリ。気持

ちよさそうな顔は、見ているだけで幸せな気分になります。

ふるさとＣＭ撮影での金見海岸。まだ真っ暗な早朝の海岸を

苦労して歩いた甲斐あり、素敵なシーンが撮影できました。

コロナからの復活祭での、松山千春公認ものまね「こんちはる」さん

のステージ。果てしない大空に、心に染みる歌声が響きました。

【広報トピックス】

フォトギャラリー

徳之島町公式 Facebook

徳之島町公式 Facebook で投稿中の

「広報トピックス」。これまで掲載した

写真の中から、広報徳之島では伝えき

れなかった今年度のひとコマを、広報

担当がピックアップしてお届けします。

Photo gallery
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徳之島建設業協会の皆さんが、大会前

にトライアスロンコースをボランティ

ア清掃。炎天下で懸命に作業中でした。

海水浴シーズン前に、おもてなし観光

課による畦プリンスビーチの水質検査。

水質は最高の AA（ダブルエー）でした！

20 回の節目となった、母間の反川集

落での祖霊祭・戦没者慰霊祭。平和へ

の祈りが届きますように。

みのり館の公用車から「ピィピィ」と

鳴く声。スペアタイヤに巣があり、イ

ソヒヨドリがせっせと子育て中でした。

町子ども会主催のアイシングクッキー

作り。「おいしい！」が伝わってくる

幸せそうな笑顔に思わずパシャリ！

徳之島高校でふるさと納税関連の撮

影。Soup Stock TOKYO 松尾さんとの記

念撮影に、まぶーる君も凛々しい顔。

陸上自衛隊第 8 師団第 8 音楽隊によ

る演奏会。ソロ演奏や歌・ダンス、コ

ントも交え客席から拍手喝采でした。

空手道教室での、日本ナショナルチーム

崎山優成選手と、本町出身の米山航生選

手。世界レベルの技術が見られました。

スポーツ少年団交歓大会の軟式野球

競技での１枚。小学校低学年も立派

に活躍。

徳之島町公式 Facebook ページでは、町からのお知らせやイベ

ントレポートなどを発信しています。皆様ぜひご覧ください。
徳之島町 フェイスブック
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表彰状を手にする福田さん

本
町
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務

め
る
福
田
す
な
子
さ
ん
が
、
社
会
福
祉

功
労
者
へ
の
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
を
受

賞
。
１
月
17
日
、
町
役
場
で
表
彰
伝
達

式
が
あ
り
、
幸
野
副
町
長
よ
り
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
福
田
さ
ん
は
平

成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
か
ら
現
在
ま

で
本
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務

め
、
平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
か
ら

は
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
の

書
記
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽

力
。
他
の
模
範
と
な
る
活
躍
を
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
福
田
さ

ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

町
民
生
委
員
の
福
田
さ
ん
へ
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

町
と
㈱
コ
ウ
ズ
に
よ
る
「
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
実
証
実

験
」
に
関
す
る
連
携
協
定
の
締
結
式
が

１
月
12
日
、
町
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。

本
協
定
は
、
㈱
コ
ウ
ズ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
解

析
・
改
善
ア
ド
バ
イ
ス
Ａ
Ｉ
に
よ
る
閲

覧
者
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
運
用
の
実
現
と
、
町
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
実
証
実

験
を
実
施
す
る
た
め
に
締
結
。
今
後
は

目
的
の
実
現
へ
向
け
町
と
㈱
コ
ウ
ズ
が

連
携
し
、
実
証
実
験
の
推
進
や
、
そ
こ

か
ら
得
た
経
験
や
知
識
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材

の
育
成
へ
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
す
。

㈱
コ
ウ
ズ
と
町
公
式
ウ
ェ
ブ
Ａ
Ｉ
実
証
実
験
連
携
協
定

㈱コウズ代表取締役の浜野耕一氏と高岡町長

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
公
民
館
講
座
の
成
果
発
表
イ
ベ
ン

ト
「
徳
之
島
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
」

が
１
月
15
日
、
町
文
化
会
館
で
あ
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
20
の
一
般
公
民

館
講
座
が
開
講
さ
れ
、
延
べ
２
５
０

人
が
受
講
。
舞
台
発
表
で
は
、
社
交

ダ
ン
ス
や
合
唱
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
人

生
の
終
わ
り
の
た
め
の
「
終
活
」
活

動
に
つ
い
て
な
ど
９
つ
の
講
座
が
発

表
。
展
示
の
部
で
は
、
初
開
講
と
な
っ

た
「
飾
る
折
紙
」
講
座
を
初
め
、
郷

土
料
理
、
パ
ソ
コ
ン
、
写
真
、
陶
芸
、

絵
画
な
ど
９
つ
の
講
座
の
作
品
を
展

示
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
を
挟
み
、

待
ち
に
待
っ
た
３
年
ぶ
り
の
成
果
発

表
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

終活講座では「らしさノート」の取組み等を発表 「歌声の集い」の皆さんによる合唱

町
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
、
公
民
館
講
座
で
の
成
果
を
発
表

色鮮やかな「飾る折紙」講座の作品展示
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「
第
52
回
徳
州
地
域
女
性
連
大
会
」

が
１
月
28
日
、
町
文
化
会
館
で
あ
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
が
続
き
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
同
大
会
。

表
彰
式
や
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ

り
、
本
町
か
ら
は
亀
澤
み
よ
り
さ
ん
が

亀
津
北
区
女
性
連
の
活
動
に
つ
い
て
発

表
。
県
青
少
年
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

徳
森
ひ
ろ
み
氏
に
よ
る
講
演
で
は
、
自

身
の
人
生
を
通
じ
て
得
た
大
切
な
想
い

を
伝
え
る
感
動
的
な
内
容
に
、
会
場
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
大
会
冒
頭
の
表
彰
式
で
は
、

女
性
連
の
役
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り

貢
献
さ
れ
た
会
員
が
表
彰
さ
れ
、
本
町

か
ら
米
良
洋
子
さ
ん
、
森
二
三
江
さ
ん
、

保
井
悦
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

徳森氏へ感謝の気持ちを込め花束を贈呈 北区女性連の亀澤さんが徳之島町代表で事例発表

徳
州
地
域
女
性
連
大
会
、
コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
３
年
ぶ
り
実
施（写真左から）表彰された保井さん、米良さん、森さん

農作物やヤギ汁などが販売されたメイン会場

本
町
北
部
の
山
、
金
見
、
手
々
集
落

有
志
に
よ
る
集
落
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

「
サ
ン
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
が
２
月
５
日
、

山
集
落
内
で
あ
り
ま
し
た
。
物
産
販

売
会
場
で
は
ヤ
ギ
汁
や
イ
ノ
シ
シ
汁

や
農
産
物
等
を
販
売
。
参
加
費
制
の

「
藍
山
の
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」

「
楽
し
く
学
ぼ
う 

山
集
落
巡
り
」
も
併

せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
山
集
落
巡

り
で
は
、
地
元
出
身
で
町
集
落
支
援

員
の
林
美
樹
さ
ん
も
ガ
イ
ド
と
し
て

協
力
。
ツ
ア
ー
参
加
者
は
町
北
部
の

豊
か
な
自
然
や
歴
史
あ
る
文
化
財
巡

り
を
通
じ
、
楽
し
く
学
び
を
深
め
ま

し
た
。

集
落
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ン
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
初
開
催

第
３
回
と
な
る
徳
之
島
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、

表
彰
式
が
１
月
21
日
、
み
ら
い
創
り

ラ
ボ
井
之
川
で
あ
り
ま
し
た
。
全
国

規
模
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
『
テ
ッ
ク
キ
ッ
ズ
グ
ラ
ン
プ
リ
』

と
連
動
し
、
２
０
２
２
年
は
全
国
約

５
３
０
０
人
の
参
加
者
の
う
ち
、
本

町
か
ら
２
名
が
ト
ッ
プ
３
０
０
入
り
。

徳
之
島
町
か
ら
の
参
加
者
上
位
３
名

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
町
長
賞:

岸
岡
春
樹
、
教
育
長
賞:

久
保
凛
華
、
テ
ッ
ク
キ
ッ
ズ
グ
ラ
ン

プ
リ
賞:

池
上
瞳
和
》

徳
之
島
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
、
２
年
ぶ
り
表
彰
式

2021 年・2022 年の受賞者・参加者の皆さん
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ライトアップされた母間さくら並木ハッピーロード 地元母間出身の安田竜馬さんによるライブ

２
年
ぶ
り
母
間
さ
く
ら
祭
り
、
う
な
ん
ぎ
ゃ
な
し
祀
り
も母間の守り神を祀る「うなんぎゃなし祀り」

徳
之
島
町
柑
橘
生
産
組
合
主
催
の
タ

ン
カ
ン
「
玉
黄
金
」
の
は
さ
み
入
れ
式

が
２
月
１
日
、
母
間
地
区
の
中
島
藤
雄

さ
ん
の
果
樹
園
で
あ
り
ま
し
た
。
今
期

は
た
く
さ
ん
の
実
が
な
る
表
年
で
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
品
質
面
も
良
好
。
是
枝

組
合
長
や
高
岡
町
長
な
ど
関
係
者
が
、

鈴
な
り
に
実
っ
た
色
鮮
や
か
な
タ
ン
カ

ン
に
は
さ
み
を
入
れ
て
収
穫
を
祝
い
、

吉
本
勝
太
さ
ん
の
力
強
い
「
が
ん
ば
ろ

う
三
唱
」
で
今
期
の
収
穫
・
出
荷
に
向

け
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。
町
柑
橘
生
産

組
合
は
設
立
30
周
年
。
昨
年
９
月
に
は

功
労
者
表
彰
式
が
あ
り
、
田
袋
吉
三
さ

ん
、
松
本
幸
雄
さ
ん
、
幸
元
忠
久
さ
ん
、

幸
健
一
さ
ん
が
組
合
か
ら
表
彰
さ
れ
て

い
ま
す
。

町柑橘生産組合のタンカン「玉黄金」 タンカンにはさみを入れる関係者

タ
ン
カ
ン
は
さ
み
入
れ
式
、
柑
橘
生
産
組
合
は
30
周
年

町柑橘生産組合選果場で行われた表彰式

「
第
４
回
母
間
桜
祭
り
（
母
間
青
年

団
主
催
）」
が
２
月
５
日
、
母
間
さ
く

ら
並
木
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
で
あ
り
ま
し

た
。
故
児
島
静
男
さ
ん
が
２
０
０
０
年

頃
か
ら
約
20
年
を
か
け
て
植
え
続
け
た

約
１
７
０
本
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
並
木

道
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
さ
く

ら
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
み
で
し
た

が
、
今
年
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

開
花
状
況
も
ほ
ぼ
満
開
の
中
で
実
施
。

出
店
や
安
田
竜
馬
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど

が
あ
り
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
で
賑

い
ま
し
た
。
同
祭
り
の
実
施
に
あ
わ
せ
、

同
日
午
前
中
に
は
、
大
当
・
反
川
集
落

の
境
界
で
あ
る
福
川
（
フ
ッ
コ
ー
）
の

大
う
な
ぎ
を
祀
る
「
う
な
ん
ぎ
ゃ
な
し

祀
り
」
も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。【提供写真】
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 3 月号

令和 5 年 4 月 1 日・2 日に窓口業務を実施します

年度初めにおける休日の役場窓口業務の実施について

徳之島町役場において、以下のとおり窓口業務を実施しま
す。平日に都合のつかない方はどうぞご利用ください。なお、
窓口業務は転入転出時の手続きや各種証明書発行等が主な
業務となります。対応できない業務もございます。あらか
じめご了承ください。

●実施日＝令和 5 年４月 1 日（土）・４月 2 日（日）

●時間＝午前８時 30 分～午後 5 時

＜窓口業務を実施する課＞
・住民生活課　・介護福祉課

・健康増進課　・税務課

・水道課　・学校教育課

・花徳支所

軽自動車、バイク、トラクター等を所有されている方へ

軽自動車税と名義変更・廃車などの手続きについて

軽自動車税は、４月１日時点で対象の車両を所有している方に課税されます。まだ名義変更や廃車

などの手続きがお済でない方は、必ず手続きをお願いいたします。（※令和 5 年度の軽自動車税は、

令和 5 年４月１日を過ぎた場合、原則として課税の取り消しができません。十分ご注意ください。）

税務課　☎ 0997-82-1117問

※「４月１日以前に廃車やスクラップ（解体）に出したが税金がかかっている」と
いうお問い合わせが多くあります。代理店を通じて手続きをした場合は廃車申告書
等が送られてきますが、ご自身ですべての手続き等をされた方は税止めの手続きが
必要です。名義変更、廃車等を行った書類（軽自動車検査返納証明書、検査事項等
証明書）を、税務課へ郵送または窓口へ直接持参し、必ず手続きを行ってください。

【役場税務課・花徳支所で手続き可能な車両】

ホイルローダー、フォークリフト（○特ナンバー）トラクター125cc 以下のバイク、ミニカー

【役場税務課・花徳支所で手続きができない車両】
（自動車販売店、自動車整備振興会等で手続きを行ってください。）

軽自動車（軽貨物車、軽乗用車）125cc を超える排気量のバイク

※各課へのお問合せは直通
番号（本紙 16 ページ）を
ご利用ください。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 3 月号

見本

下記の日程で粗大ごみを収集します。粗大

ごみ処理シールを貼りお名前をご記入の上、

朝８時 30 分までにごみ収集所へ出してくだ

さい。シールは３月 1 日より住民生活課・

花徳支所で販売予定です。

リサイクル品をごみ出ししないようお願いします

令和５年３月の粗大ごみ収集・家電リサイクルについて
住民生活課　☎ 0997-82-1114問

※（小）は 1人で持ち運びできるもの、（大）は 1人で
持ち運びできないものに貼ります。

【粗大ごみ処理シール】

見本

３月 15 日（水） 南区・中区・北区

３月 17 日（金） 亀徳・徳和瀬・諸田・神之嶺

３月 18 日（土） 東区・白井・大原・尾母・南原

３月 22 日（水）
轟木・畦・山・金見・手々

井之川・旭ヶ丘・下久志・母間・花徳

※粗大ごみにシールの貼付・氏名の記入がない場合は収集しません。ご注意ください。
※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンはリサイクル対象製品のため、
　ごみの収集は行いません。家電販売店に直接お問合せください。
※徳之島愛ランドクリーンセンターで処理できないごみもあります。手引書を確認するか、町
　住民生活課や花徳支所（☎ 84-0048）、または愛ランドクリーンセンター（☎ 81-7180）へ
　お問合せください。（例）トタン、タイヤ、ベッドやソファーのスプリング等は回収しません。

《各集落の粗大ごみ収集日》

見本

徳之島 3 町では、一般財団法人家電製品協会が実施する離島対策事業により、家電製品をリサ
イクルする際にかかる収集運搬料金のうち、海上輸送費用の一部が助成されています。

家電の種類 助成額

エアコン 1,100 円

テレビ 880 円

冷蔵庫・冷凍庫 2,150 円

洗濯機・乾燥機 1,320 円

※この助成は、海上輸送費に対する助成です。収集料金
とリサイクル料金は別になります。また、収集料金に
ついては各販売店で異なりますのでご注意ください。

※上記に記載した家電 4 品目は、法律でリサイクルが義務付けられています。買い替えや
転居等で不要になった家電は、必ず最寄りの家電販売店で引き取り手続きを行ってくださ
い。インターネット等で購入した義務外品（引き取りを依頼する店で購入したものではな
いもの）も販売店で引き取ります。不燃ごみとして出した場合、町では回収しませんので
ご注意ください。

【家電リサイクル海上輸送費助成事業について】



– 9 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 3 月号

令和５年度より、町で登録されている犬の不妊去勢手術助成額が、犬 1 頭につき 10,000 円となり
ます。助成を希望される方は、住民生活課までご連絡ください。（※令和 5 年 3 月 31 日までの助成
額は 5,000 円となります。）

令和５年４月より町の許可要件「下限面積 50a」が廃止されます

農地の権利移動にかかる下限面積の廃止について
農業委員会　☎ 0997-82-1160問

○農地法第３条により、農地の売買・貸し借りなどの権利を取得するには
農業委員会の許可が必要です。

○許可要件の一つに、許可後の耕作面積が下限面積以上になる必要があり
ましたが、農地法の一部改正により、農地の権利取得にあたっての下限面
積要件が廃止されます。

○これに伴い、本町で設定している 50a の下限面積も令和５年４月１日か
ら廃止となります。

○ご不明な点がございましたら農業委員会（☎ 0997-82-1160）までお問い
合わせください。

３月下旬に申込用紙を配布します

令和５年度公民館講座受講生募集について
生涯学習センター　☎ 0997-82-1309問

徳之島町生涯学習センターでは、令和５年度公民館講座の受講生募集を令和 5 年４月 1 日から開
始します。開講予定講座や受講お申込み等詳細は、３月下旬に全戸配布予定の折り込みチラシ「生
涯学習センターだより 南ぬ風」をご覧ください。

令和５年４月より助成額が犬 1 頭につき 10,000 円となります

犬の不妊去勢手術助成金の助成額変更について
住民生活課　☎ 0997-82-1114問

●申込期間＝令和５年４月１日（土）～令和５年４月 14 日（金）

●講座期間＝令和５年５月～令和５年 12 月

（１講座概ね年 10 回または 15 回の講座です。）

生後 91 日以上の犬を所有し
たら、役場で登録しなければ
なりません。また、交付され
る鑑札を犬に着けなければな
りません。

生後 91 日以上の犬には、毎年、
狂犬病予防注射をしなければな
りません。また、交付される注
射済票を犬に着けなければなり
ません。

犬の登録・鑑札の装着 狂犬病予防注射・予防注射済票の装着

※３月下旬配布予定
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農林水産課　☎ 0997-82-1150

施設園芸農家を目指しませんか

農業研修生を募集します（第３期生）
問

気象条件に左右されにくい施設園芸農家を育成し将来の担い手とするため、町の農業研修生を募

集します。園芸作物の基本的な栽培方法や管理作業等を学びます。お申込みや詳細な内容は、農林

水産課までお問い合わせください。

●対象者（募集定員は２名を予定）

・施設園芸志向者、新規就農者で、就農した際に農協部会に加入できる 45 歳までの方

・研修期間終了後、徳之島町で 5 年以上営農が実施できる方

●研修場所＝徳之島町農業研修施設内（徳之島町花徳 765 番地）

●研修期間＝ 2 年間（研修終了後、補助事業等で支援します。）

●募集期間＝令和 5 年 3 月 1 日～ 6 月末まで（定員になり次第終了）

農林水産課　☎ 0997-82-1150　㈱ヘルシーアイランズ　☎ 0997-84-0401

食品用乾燥機等をご利用いただけます

徳之島町機能性植物加工センター利用について
問

全国の皆様から応援いただいたふるさと納税により、食品用

乾燥機設備を備える「徳之島町機能性植物加工センター」をご

利用いただけるようになりました。

向春草（シマアザミ）、椎茸、野菜（玉ねぎ・トマト等）、海藻（も

ずく・わかめ等）、果物（レモン・イチゴ等）の乾燥に幅広くご

活用いただけます。

ご利用の際は、施設管理事業者の㈱ヘルシーアイランズ（☎
0997-84-0401）へ事前に空き状況を電話でご確認いただき、
使用日の前日までに利用申請を行ってください。

皆様の新たな農産加工品の開発等に繋がるよう、多くの方の

ご利用をお待ちしております。

【加工設備】食品用乾燥機、ざる籠式・遠心脱水機、マイコン

　スライサー、洗浄容器　他

【場所】徳之島町母間４４４１（母間加工センター敷地内）

【注意事項】
①販売を目的とした使用は、保健所の営業許可書のコピーが必要です。また、役場に営業許可の申

請が必要となります。
②異物混入や感染予防のため、同一時間帯での複数の予約は受け付けておりません。
③施設使用料が発生します。
④施設使用後は、使用日誌を記入し清掃してください。
⑤使用後は、施設管理者に戸締まりを依頼してから退出してください。また、施設内に忘れ物など

がないよう十分気をつけてください。
⑥使用により発生したごみは持ち帰ってください。
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町からのお知らせ

町体育センターの屋内照明が新しく LED照明になりました
独立行政法人日本スポーツ振興センターの令和 4 年度スポー

ツ振興くじ（toto・BIG）助成金を受け改修を行っておりまし
た町体育センターの屋内照明設備工事が完了しました。

工事期間中は皆様のご理解、ご協力をいただきありがとうご
ざいました。

LED 照明となった町体育センターを是非ご利用ください。
町体育センターのご利用は文化会館（☎ 0997-83-1682）へお

問い合わせください。

【工事名】令和 4 年度徳之島町体育センター屋内照明設備改修工事
【助成事業者名】鹿児島県徳之島町
【助成区分】地域スポーツ施設整備助成
【助成事業細目名】スポーツ競技施設等の整備
【総事業費】12,310,100 円
【助成交付決定通知額】8,189,000 円
【工事完了検査】令和 5 年 1 月 20 日

ご自分の農地が畑かん受益地かご確認いただき、申請をご検討ください。まずは耕地課（☎ 0997-
82-1170）へお問い合わせください！

スプリンクラーを無料で設置しませんか？
～畑かん受益地の皆様へ～

＜実施地区中だと＞

０円（10ａ
単　価

当たり）

〈スプリンクラー工事費〉

5,000円（10a当た
単　価

り／１年）

〈水利用料金（※普通畑）〉

＜地区終了後は・・・＞
※水利用は、高齢または営農状況等の理由により休止・停止も可能です。

70～ 100万円（10ａ
単　価

当たり）

〈スプリンクラー工事費〉

5,000 円単価（10a当たり /1年）

〈水利用料金（※普通畑）〉

畑総事業
実施地区

○徳之島北部地区（山・手々）

○第一花徳地区（花徳）

○第一母志地区（母間）

○第一尾母１期地区（亀津・白井）

○第一尾母２期地区（尾母）

○第二尾母２期地区（亀津・亀徳）

○第二下久志地区（下久志）

○第二南亀地区（亀津）
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た
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。
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。
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「
娯
楽
の
な
い
時
代
に
心
と
心
を
つ

な
ぎ
人
々
の
幸
せ
を
願
い
作
ら
れ
た
し

ま
う
た
は
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た
祖
先

の
魂
の
遺
産
で
あ
り
、
心
の
島
お
こ
し

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
唄
い
紡
ぐ
べ
き
島

の
宝
で
あ
る
」。

【
町
誌
編
さ
ん
室
　
尚 

典
子
】

昭
和
14
年
、
当
時
母
間
小
学
校
の
校

長
で
あ
っ
た
西
に
し
や
ま
せ
い
り
ょ
う

山
清
良
氏
（
本
町
手
々

出
身
、高
岡
秀
規
町
長
の
祖
父
）
は
『
母

間
し
ゅ
ん
か
ね
節
』を
作
詞
し
ま
し
た
。

「
ぶ
ま
ん
ち
ゅ
の
　
き
む（
母
間
の
心
）」

を
表
現
し
た
「
し
ま
う
た
」
で
す
。

曲
名
の
冠
に
あ
る
「
母
間
」
は
い
う

ま
で
も
な
く
集
落
名
、「
し
ゅ
ん
か
ね

節
」
と
は
奄
美
大
島
、
喜
界
島
、
徳
之

島
で
広
く
歌
わ
れ
る
「
し
ま
う
た
」
の

一
つ
で
、
こ
れ
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
て
い

ま
す
。

『
母
間
し
ゅ
ん
か
ね
節
』
は
唄
の
誕

生
か
ら
た
ち
ま
ち
に
母
間
集
落
で
歌
い

は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
何
か
の
折

に
は
感
動
を
新
た
に
声
高
ら
か
に
唄
わ

れ
ま
す
。
令
和
４
年
11
月
27
日
に
は
母

間
小
学
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
習
得
が
難
し
い
と
さ
れ

る
「
母
間
し
ゅ
ん
か
ね
節
」
を
母
間
っ

子
三
味
線
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
披
露

し
式
典
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
筆
者
も
Ｉ
タ
ー
ン
に
て
母
間

へ
移
住
し
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、『
母
間
し
ゅ
ん
か
ね
節
』

を
歌
い
踊
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
さ
ら

な
が
ら
歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
に
気
づ
き
…
（
汗
）、
も
し
か

す
る
と
同
じ
よ
う
な
思
い
を
持
た
れ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
？
と

思
い
、
詳
し
く
調

べ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
と
、
歌
詞

は
全
部
で
８
小
節
。

母
間
の
代
名
詞
と

も
い
え
る
母ぼ

ま
う
で

間
岳

の
神
聖
さ
と
、
母

間
岳
に
見
守
ら
れ

そ
の
恩
に
感
謝
し

な
が
ら
生
活
し
て

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

『
母
間
し
ゅ
ん
か
ね
節
』　

に
想
い
を
は
せ
て

い
る
か
ら
こ
そ
実
り
豊
か
と
な
り
、
水

を
飲
め
ば
長
生
き
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
大
自
然
と
共
に
暮
ら
す
母

間
の
人
々
の
心
の
ゆ
た
か
さ
や
、
幸
せ

が
願
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に

紹
介
し
た
い
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

　
や
ま
の 

き
ゅ
ら
さ
し
や

　
ぶ
ま
ぬ 

う
で
が
な
し

　
き
む
ぬ 

き
ゅ
ら
さ
し
や

　
ぶ
ま
ぬ 

あ
む
た

　
さ
ぁ
さ 

し
ゅ
ん
か
ね
ぐ
ゎ

　（
山
の
清
ら
か
さ
は

  

　
母
間
の
御
岳
が
な
し

  

　
心
の
清
ら
か
さ
は

  

　
母
間
の
お
母
さ
ん
た
ち
）

84
年
前
の
西
山
校
長
が
作
詞
さ
れ
た

こ
の
よ
う
な『
ぶ
ま
ぬ
あ
む
た
』を
ル
ー

ツ
に
持
つ
筆
者
は
、
あ
ら
た
め
て
母
間

出
身
だ
と
い
う
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま

す
。
読
者
の
み
な
さ
ま
の
集
落
に
も
歌

い
継
が
れ
て
い
る
「
し
ま
う
た
」
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
び
に
、
町
田 

進
さ
ん
（
徳
之
島
町

文
化
協
会
会
長
）
か
ら
ご
教
示
い
た
だ

い
た
素
敵
な
こ
と
ば
を
紹
介
し
て
筆
を

置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

母間御岳から集落を望む

母間っ子三味線クラブ
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『罪の境界』

薬丸 岳 / 著〔小説〕

「約束は守った…伝えてほしい…」 
それが無差別通り魔事件の被害者・
飯山晃弘の最期の言葉だった。明
香里は自分の身代わりとなって死
んだ飯山の言葉を伝えるために、
彼の人生を辿り始める。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『どうする家康〈一〉』

古沢 良太 / 作、木俣 冬 / ノベライ
ズ〔小説〕

三河武士の熱意に動かされ、竹千
代は弱小国の主として生きる運命
を受け入れ、乱世に飛び込んだ。
待っていたのは生きるか死ぬかの
大ピンチで…。大河ドラマ「どう
する家康」第 1 回〜第 12 回の放送
台本をもとに小説化。。

『生きるヒント』

五木 寛之 / 著〔一般書〕

生きていくうえで、そうだね。確
かにと頷ける内容や、こう思って
いるの私だけじゃなかった。そう
いう捉え方もできるのかとか、い
ろんな気づきが出来る本です。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

☆職員おすすめ本☆　    

お知らせ

【３月の定例おはなし会】

○あかちゃんおはなし会　

　５日（日）午後 2時 30分～

○毎月のおはなし会　

　11日・25日（土）午後 2時 30分～

『あずきのあんちゃんずんちゃ
んきんちゃん』

とみなが まい / 文、植垣 歩子 /
絵〔絵本〕

あずきの 3 きょうだい、あん
ちゃん、ずんちゃん、きんちゃんには将来の夢がありま
した。上のふたりは挫折を味わいますが、自由気ままな
きんちゃんに励まされます。そんなとき 3 きょうだいは
からすに飲み込まれてしまい…。

『頭がよくなる !「両利き」のすすめ』

児玉 光雄 / 著〔一般書〕

ひらめき、決断力、集中力…。右利
きが 1 日 5 分左手を使うだけで能
力はもっと高まる ! 両利き人間のパ
ワーの検証、両利きに天才が多い理
由、子どもを両利きに育てる秘訣な
どを解説。両利きトレーニングも紹
介する。

の図書館展示

・ ひなまつり

・ 39の日

・ 佐藤さんが

　 書いた本

３月
【３月の返却ポスト回収予定日】

　《阿田野平住宅》 ４日（土）　、 17日（金）

　《花徳支所》 10日（金）、26日（日）
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○４月からの入園 ・ 入学に備えて必要な予防

接種をすませ、 病気を未然に防ぎましょう！

○予防接種を受ける際には、 母子健康手帳を

忘れずに！

３月は、 自殺対策強化月間です。
こんな不調や悩みを感じたら相談してください。

厚生労働省特設ページ
「まもろうよこころ」
https://www.mhlw.go.jp/

mamorouyokokoro/

○
マ
マ
と
パ
パ
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

　
（
マ
マ
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

○
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
タ
イ
作
り
・
沐
浴
体
験

　
（
時
間
の
都
合
上
、
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で

　

  

い
た
だ
く
事
が
あ
り
ま
す
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
３
月
13
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
３
月
16
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
来
ら
れ
る
際
は
、
保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風

邪
症
状
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

　町保健センターでは、 予防接種をはじめ、 育児 ・ 子育てに関するご相談をお受け

しています。 お気軽にご相談ください。
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※

１
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に
掲
載

可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

秋
丸
　
滿
男
　
91
　
亀
　
徳

中
島
　
則
子
　
75
　
亀
　
津

榮
喜
　
　
勇
　
77
　
井
之
川

徳
　
　
テ
イ
　
99
　
花
　
徳

大
重
　
勝
利
　
94
　
亀
　
津

加
島
富
次
郎
　
91
　
井
之
川

柳
　
ユ
キ
ヱ
　
89
　
金
　
見

嶺
　
ク
ニ
子
　
93
　
金
　
見

川
畑
　
米
子
　
63
　
亀
　
徳

西
山
　
博
明
　
82
　
亀
　
津

大
保
　
延
子
　
87
　
亀
　
徳

德
田
　
達
夫
　
75
　
徳
和
瀬

嶺
田
美
智
子
　
74
　
手
　
々

重
久
　
正
夫
　
87
　
徳
和
瀬

福
　
　
ア
キ
　
95
　
亀
　
津

𠮷
𠮷
　
　
茂
　
100
　
轟
　
木

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

豊
田
　

き

る

ん

姫
琉
（
寛
　
人

姫
　
翠
） 

亀
　
津

下
入
佐

る

　

か

琉
楓
（
　
翔
　

志
　
穂
） 

亀
　
津

福
本
　

つ

む

ぎ

紬
義
（
慶
　
太

　
皓
　
） 

下
久
志

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,858 人

 男 4,860 人

 女 4,998 人

世帯数 4,652 戸

　

（-12）

（+５）

（-17）

（-９）

（括弧内は先月との比較）

令和５年２月１日現在

戸
籍
の
窓※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。

部署名 電話番号

住民生活課 ８２－１１１４

介護福祉課 ８２－１１１５

健康増進課 ８２－１１１６

税務課 ８２－１１１７

水道課 ８２－１１１８

会計課 ８２－１１１０

農林水産課 ８２－１１５０

地籍調査室 ８２－１１５４

建設課 ８２－１１５５

選挙管理委員会 ８２－１１５６

農業委員会 ８２－１１６０

耕地課 ８２－１１７０

議会事務局 ８２－１１３０

新庁舎への移転に伴い、各課への電話が直通番号になっております。
お問い合わせ窓口がわからない場合は、「代表番号」におかけください。

部署名 電話番号

総務課 （※代表番号） ８２－１１１１

企画課 ８２－１１１２

ふるさと納税推進室 ８２－１１１３

社会教育課 ８２－２９０４

学校教育課 ８２－１３０８

その他の公共施設

花徳支所 ８４－００４８

おもてなし観光課 ８３－０７３１

地域営業課（美農里館） ８３－４１１１

生涯学習センター ８２－１３０９

保健センター ８３－３１２１

【市外局番：０９９７】

役場へのお電話は直通番号をご利用ください

※地域営業課（美農里館）、花徳支所、保健センターの番号に変更はございません。


